
 

 

 

 

 

 

 

ご近所通信 ２０１９・６月 

世田谷つくしんぼ保育園 

        『プラムジュース』 

つくしんぼ保育園は開園して１０年目を迎えます。近所の様子も大

きく変わりました。お寿司屋さんの隣には「えのき湯」というお風

呂屋さんがありました。４歳児のそらさんは保育園でお泊り保育を

経験します。そして、えのき湯に汗を流しに行っていました。 

また、西側には駐車場と笹が茂っていて七夕になると頂いた事もあ

りました。 

 ふね公園もたくさんのプラムの木がありました。春になると白い

花が咲き乱れとても素敵な風景でした。花が散った後はプラムが実

をつけはじめ、公園が燃えるような紅色に変わります。つくしんぼ

の子どもたちも大人たちも気になり始め収穫です。近所の人や小学

生たちもプラム取りにやって来ました。しかし、かなりの老木とい

うこともあり台風などで折れたり、自然に倒れたりと残り１本とな

りました。それでも今年も小ぶりですが実をたくさんつけてくれ子

どもたちが収穫しました。そして、昨日、子どもたちがプラムジュ 

ースをごちそうしてくれま                 

した。とても美味しく自然 

の営みに感謝です。 

２８日の今日はそらさんの 

お泊り保育です。夜まで賑 

やかですがご協力ください。 

よろしくお願いします。      



 

 

 


